


1 . 将 来 の 姿 が 実 現 し た 場 合 の 私 た ち の 暮 らし
□ 「おきなわ鉄軌道ニュース（第３号）」で示した「沖縄本島の将来の姿」（左下図）について、観光や経済の振興、交通弱者等の移動手段の確保等を期待
　 する多くの声が寄せられました。しかし、一部の方から、私たちの日常がどう変わるか具体的なイメージが分からない、という声もありました。

□ そのため、沖縄の将来の姿を、沖縄２１世紀ビジョンで示されている県民が望む５つの将来像から、将来の姿が実現した場合の私たちの暮らしを取り
　 まく環境（社会環境）をイメージした上で、私たちの暮らしをイメージしてみました。みなさんは、どんな暮らしをイメージしますか？
□ ４～５ページでは、ここでイメージした将来の姿の実現に向けた対策案について検討を行います。

沖縄県総合交通体系基本計画（H24.6策定）で
示されている沖縄本島の将来の姿

沖縄２１世紀ビジョン基本計画（H24.5策定）」で示さ
れた交通分野に関する基本政策の具体的な構想を示す
「沖縄県総合交通体系基本計画」では、那覇と北部圏域
の中心都市である名護との移動時間を１時間とする圏
域構造の構築、「沖縄本島の将来の姿」が位置づけられ
ています。

沖縄２１世紀ビジョン（H22.3策定）において
県民が望む５つの将来像

将来の姿が実現した場合の
私たちの社会環境（イメージ）

沖縄らしい自然と歴史、
伝統、文化を大切にする島

将来像Ⅰ

心豊かで、安全・安心に
暮らせる島

将来像Ⅱ

希望と活力にあふれる
豊かな島

将来像Ⅲ

世界に開かれた
交流と共生の島

将来像Ⅳ

多様な能力を発揮し、
未来を拓く島

将来像Ⅴ

おきなわ鉄軌道ニュース（第3号）P4 「沖縄本島の将来の姿」おきなわ鉄軌道ニュース（第3号）P4 「沖縄本島の将来の姿」

沖縄の豊かな自然環境を保全しな
がら、適正な利用が図られている

住み慣れた地域で県民誰も
が、保健、医療、福祉の適切な
サービスが受けられる

国際物流ハブ機能を活用し
農林水産物など県産品の輸出
が拡大している

地域の拠点を中心としたコン
パクトな都市構造が形成され、
歩いて暮らせる環境や渋滞緩和
が実現している

文化・研究等をとおし多様な
国際交流が行われている

観光客の多様なニーズに応え
る観光拠点が多数あり、旅行
環境が整備されている

情報通信産業が高度化し、知的・
産業クラスターが形成され、環境
など沖縄のソフトパワーを活か
し新たな産業が創出されている

県内の各圏域間の交流・移動
が拡大している

公平な教育機会が享受され、
多様な人材が育成されている

自 然

生 活

産 業

教 育教 育

観光・交流観光・交流

誰もが学びたい時に
学べる環境が整っている

やんばるの森や
サンゴ礁など豊かな自然が

広がっている

お年寄りや体の不自由な方も、
買い物や通院できるようになり、

外出機会が増える

本島内での通勤圏が
拡大し、職業の
選択肢が広がる

国際会議が開かれ、
海外から多くの研究者が訪れ

交流がさかん

沖縄のソフトパワーを
活かした産業で
多くの方が活躍!

ビジネスで沖縄へ
来た人も観光リゾート地へ
アクセスしやすい

新たな観光スポットを
めぐる観光客の増加

海外で県産品
マーケットが拡大し
沖縄ブランドとして
愛されている

職場と住まいの移動が楽になり、
家族や地域コミュニティーとの

充実した時間がある

多様なライフスタイル（住まい、仕事、余暇の過ごし方など）をライフステージに応じて選択できるね

さまざまな世代での交
流、

海外の人との交流がさ
かんに

なっているね。地域間
での

交流もさかんになって
いるね

また、沖縄へ
行きたいね！

行きたい学校に

家族と同居しな
がら

通えるよ!

まちのなかをゆったり歩いて、
ショッピングを楽しむ人で賑わっている

観光・交流観光・交流

観光・交流観光・交流

観光・交流観光・交流

観光・交流観光・交流

観光・交流観光・交流

観光・交流観光・交流観光・交流観光・交流

将来の姿が実現した場合の私たちの暮らし（イメージ）

大切なものは残しつつ、多くの県民が、多様な
ライフスタイルを選択できる姿を目指しています。

生 活

生 活
産 業

産 業

産 業

産 業

自 然

生 活

産 業

産 業

自 然

教 育教 育

観光・交流観光・交流

教 育

将来の姿が実現した場合、あなたはどんな暮らしをイメージしますか？
※８ページのアンケート問２でお答え下さい。
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課題

県土の
均衡ある発展

公共交通の
整備による
渋滞緩和

県民などの
移動利便性の
向上

低炭素社会の
実現

世界水準の
観光リゾート地の

形成

駐留軍用地跡地の
活性化

将来の姿の実現等に向け
もとめられる「公共交通の役割」

将来の姿の実現等に向けもとめられる「公共交通に関する取組」

対策案検討の進め方

【圏域間連携の強化】
・ 広域的地域圏の形成に向け、那覇と北部
　圏域の中心都市名護間における骨格性、
　速達性（１時間以内）、定時性などを備えた
　公共交通軸の構築による圏域間連携の強化  

【移動利便性の向上】
・ 公共交通の有機的連携による県民や観光
　客の移動利便性の向上
　
【交通の円滑化】
・ 県民や観光客の交通流動が多い地域にお
　ける交通の円滑化

【交通渋滞の緩和】
・ 自動車交通が集中する地域における過度
　な自家用車利用から公共交通利用への
　転換による交通渋滞緩和

【まちづくりの支援】
・中南部都市圏の都市軸形成の支援
・中南部圏域の拠点都市を中心とした都市
　サービス 30分生活圏形成の支援
・コンパクトな集約型市街地形成の支援
・観光リゾート地におけるまちづくりとの
　連携

将
来
の
姿

「陸上交通の現状と課題」は、ステップ
２において、県民の皆さまのご意見を
踏まえ整理しました。

□ ２～３ページで示した沖縄の将来の姿の実現、ステップ２で確認された沖縄の陸上交通の現状の課題解決の観点から「公共交通の役割」を整理した
　 上で、もとめられる「公共交通に関する取組」（右上図）を整理しました。
□ そのうち、「今後、具体的な検討がもとめられるもの」として、「骨格軸とフィーダー交通が連携する利便性の高い公共交通ネットワークの構築」を本計画案に
　 おける「対策案」とします。

□ 対策案は、将来の姿の実現等に向けもとめられる「公共交通の役割」を踏まえ検討を行います。
　 みなさんは、将来の姿の実現等に向け、公共交通にどのような役割、どのような取組をもとめますか？

□ 現在進めているノンステップバスやＩＣ乗車券システムの導入など、バスの利用環境改善に向けた取組を着実
　 に実施し、県民や市町村と連携して公共交通への利用転換に向けた取組なども推進します。

□ 対策案については、将来の姿の実現等に向けもとめられる「公共交通の役割」を踏まえ、下記のとおり検討を行います。
□ 具体的には、骨格軸の検討を柱に、概ねのルートなどについて検討を行うとともに、フィーダー交通については、
　 骨格軸のルート案ごとに、既存の公共交通の利用状況などを勘案し、骨格軸の機能発揮に資するネットワークに
　 ついて検討を行います。

《検討手順》

※対策案の検討にあたっては、「将来の姿の実現等に向けて公共交通にもとめられる役割」を踏まえ想定されるシステムについても検討を行います。

那覇と名護間を利便性
の高い公共交通ネット
ワークの骨格軸として
設定。

骨 格 軸 のル ート案
を複数検討。

複数のルート案ごとに、
支線としてフィーダー
交通を検討。

フィーダー交通の需要
などを確認し、骨格軸
の起点・終点を設定。

①骨格軸の設定 ②骨格軸の
概ねのルート検討

③骨格軸の
ルート案ごとに

フィーダー交通を検討

④骨格軸の
起終点の設定

①既に取り組みが始まっているもの（公共交通への利用転換等に向けた取組）

□ 那覇と名護間における骨格性、速達性（１時間以内）等を備えた公共交通軸（「骨格軸」）の構築や公共交通の有機
　 的連携による移動利便性の向上、交通の円骨化などを図るため、
　骨格軸とフィーダー交通が連携する利便性の高い公共交通ネットワークの構築
　 が必要です。　

②今後、具体的な検討がもとめられるもの

上の「公共交通の役割」をもとに
対策案が検討されていくんだよ

これを対策案として
検討を行うよ。

将来の姿の実現等に向け、公共交通にどのような役割、どのような取組をもとめますか？
※８ページのアンケート問３でお答え下さい。

２．対策案検討の基本的考え方について

陸
上
交
通
の
現
状

骨 格 軸 ： 那覇と名護間における骨格性、速達性等を備えた公共交通軸
フィーダー交通 ： 骨格軸と有機的に連携する支線
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①「評価の視点（評価項目）」ごとに、いくつかの「評価指標」を設定しているよ。
②「評価指標」とは、実施する対策の効果等を測る「ものさし」なんだ。
③この「ものさし」で測ることで、対策案それぞれの特徴がわかるんだよ。

□ いくつかの対策案を評価指標を
　 用いて比較評価する方法は、公共
　 事業で一般的に行われています。

□ 現在建設が進められている那覇
　 空港の第２滑走路も、増設案を検
　 討する際に「評価指標」を用いて
　 複数案を比較評価しました。

□「那覇空港プロジェクト」における
　 構想段階の取組や現在の進捗
　 状況の詳細については、以下の
　 ホームページをご覧下さい。

ステップ３では「評価指標」を設定します 評価指標（ものさし）の内容

評価指標は、評価の「ものさし」！！

右のページに、評価の視点ごとに、設定した評価指標の
説明があるので見てね！

ステップ２でいただいた県民意見
＜評価の視点（評価項目）について＞

◆「県土の均衡ある発展」や「県民及び
　観光客の移動利便性の向上」など
　事業の効果について評価してほしい

◆「費用対効果」や「採算性」の視点で
　評価してほしい

◆「自然環境」に最大限配慮してほしい
　など 

ＬＯＯＫ!!ＬＯＯＫ
!!

※評価指標の詳細については、技術検討委員会・計画検討委員会の資料をご覧下さい（ホームページに掲載）。

事業の効果・影響

費用便益分析

〇対策案ごとに、事業の目的が達成されるのか、また、どのような
効果・影響があるかを、将来の姿の実現等を図る観点から設定さ
れた以下の（１）～（５）の視点で整理。

採算性分析

環境

事業性

コラム：那覇空港の第2滑走路も複数案を比較評価しました

□ ４～５ページの「２．対策案検討の基本的考え方」に基づいて検討する
　 複数の対策案の中から、より良い案を選ぶにはどの案がどの点で優れ
　 ているかを比較する必要があります。

□ そのため、ステップ２では、複数の対策案を比較するための評価の視点
　 （評価項目）を、県民の皆さまからご意見をいただきながら、検討しました。

□ ステップ３では、ステップ２で設定された評価の視点ごとに、評価の「もの
　 さし」となる評価指標を検討します。

□ ステップ４以降では、ステップ３で検討された複数の対策案について、
　 評価の「ものさし」を用いて比較評価し、より良い案を選定していきます。

□ なお、対策案は、５ページの「対策案検討の進め方」のとおり骨格軸を柱に、
　 フィーダー交通についても骨格軸の機能発揮に資する観点から検討を行うこ
　 とから、評価はフィーダー交通による効用を踏まえ、骨格軸について行います。
　 また、本計画案の検討は、概ねのルート等について検討を行う構想段階に 
　 あることから、複数の対策案の評価にあたっては、県民と情報共有を図りな
　 がら、相対的な比較優位性を中心に確認を行います。

（１）県土の均衡
ある発展

（３）公共交通の
整備による交通
渋滞緩和

（２）県民など
の移動利便性
向上

（４）世界水準の
観光リゾート地
の形成

（５）まちづくり

３．評 価 指 標 に つ い て

〇那覇～主要都市間の所要時間

〇拠点都市から30分（60分）圏域内人口　　　　　　　　　　　　　　　

〇県民及び観光客の公共交通利用者数

〇公共交通への利用転換者数

〇那覇～主要観光地間の所要時間

〇まちづくりへの寄与（インパクト）

○費用便益比

○事業費

○工事期間

○事業実施にあたっての留意事項

○環境への影響及び配慮事項

○累積資金収支黒字転換年

・那覇と主要都市間の所要時間を算出し、那覇市からの移動時間を確認

・拠点都市から30分（60分）圏域内の人口を算出し、通勤や通学できる範囲を確認　など

・県民及び観光客の公共交通利用者数を予測する　　など

・自動車利用から公共交通利用へ転換する人数を予測し、交通渋滞暖和への寄与の
  程度を確認　など

・那覇と主要観光地間の所要時間を算出し、観光客の移動時間を確認　　など

・公共交通と連携した基地跡地のまちづくりに寄与できるか確認
・観光振興を支えるまちづくりに寄与できるか確認　　など

・道路混雑緩和や所要時間の短縮などの便益を
  貨幣価値に換算して、事業費（費用）と比較  　

・事業主体が黒字になるか、 何年後に黒字化するか

・事業費はどの程度か

・工事期間はどの程度か

・地形や地盤、用地の確保、災害などの課題に対して配慮することは何か

・自然環境や生活環境等への影響について、配慮することは何か

那覇空港第 2 滑走路完成後のイメージ

現行
滑走路
現行
滑走路

那覇空港
第２滑走路
那覇空港
第２滑走路

http://www.dc.ogb.go.jp/kyoku/
information/nahakuukou/
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